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ハイブリッド型街路灯を設置

ＪＲ小野新町駅前広場に、太陽光
発電・風力発電を利用したハイ

ブリッド型街路灯が設置されました。
　これは、二酸化炭素などの温室効果
ガスの削減を図ることを目的とし、東
北グリーン電力基金の助成を受けて造
られたものです。
　町では、新エネルギーなどの導入を
通して、エネルギー問題や地球環境問
題に取り組んでいます。皆さんのご協
力をお願いします。

小野町ＰＴＡ連絡協議会が「子ども110番の家」看板を作製

小野町ＰＴＡ連絡協議会では、子どもたちの安全・安心を守るため、新た
に「子ども110番の家」の看板を作製しました。

　小野町では、十数年前から「子どもの家110番の家」の取り組みを行っていま
すが、看板の老朽化に伴い、小野町防犯協会ならびに田村警察署小野分庁舎管
内学校警察連絡協議会にご協力いただき、今回新しくしたものです。
　デザインは小野獅子本舗の民芸品「小野獅子」を取り入れ、雄々しく子どもた
ちの安全を見守っています。また、看板に番号を入れることにより、非常時に
は番号を言えば警察署や消防署がすぐに場所を確認できるようになっていま
す。
　看板の設置については、今後各学校ＰＴＡが地域の実情に合った場所を選定
し、ご協力いただける事業所や家庭に設置させていただく予定です。
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